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熱分析装置の測定技術とデータ解析技術の修得( 2 ) 
第 2 技術室化学計測技術班 漆崎美智遠
1 .はじめに
さまざまな重合反応により新しい機能性を有する高分子化合物の合成が可能であるが、それら
高分子化合物が期待した通りの性質を有するかどうか、調べることは重要である。その中で、熱
的性質(融点、ガラス転位温度、分解特性、液晶温度)の知見を得る重要性は言うまでもないこ
とである。そこで、二・三の合成高分子の熱的性質を示差走査熱量分析装置 (D S C) を用いて
測定し、 DSC の測定技術およびデータの解析技術を修得することを目的とした。
今回は、メタクリル酸メチル}スチレン共重合体 (St-MMA) の共重合体組成とガラス転位
温度 (Tg) との関係あるいは新規の液晶性高分子の転位温度と化学構造との関係について検討し
た。
2 .研修日程
平成 1 0 年 9 月から平成 1 1 年 3 月末まで。
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3. 2 測定方法
転位温度の測定には、示差走査熱量計(リガク製 DSC8230L) を用い昇温・降温を繰
データとして第 2 昇温および第 2 降温を利用した。データの解析は P 1 us
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る 。 最近、測定装置メ}カーか
らデーター解析用のプログラム
が供給されており、これらプロ
グラムを用いてパソコンを使っ
てデータを自動的に解析できる 。 解析プログラムによって、ガラス転位温度、ピーク解析(熱量、
8 )しかしながら、測定サンプルの作成(試ピ}ク点、終了点)等が簡単に求められる。
クリンパする場合)に注意しないと、得られた DSC 曲線のベー
スラインが乱れたりしてデータの再現性に乏しい 。 今回の研修では、測定試料の性状および均一
性(精製および凍結乾燥を行う)に十分注意し、再現性のあるデ}タを得ることに心がけた。
開始点、
料をアルミニウムパンに詰め、
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